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特 

集

重
要
文
化
財　

濱
口
家
住
宅
の
保
存
修
理
（
１
）

Ａ　主屋屋根面解体前

Ｃ　本座敷屋根面解体前

Ｅ　御風楼屋根面解体前

Ｇ　御風楼渡廊下屋根面解体前

Ｂ　主屋屋根面解体後

Ｄ　本座敷屋根面解体後

Ｆ　御風楼屋根面解体後

Ｈ　御風楼渡廊下屋根面解体後



写真３　葺土の解体状況（御風楼南角屋西面）
　　　状態の良い葺土については、練り直し
　　たうえで再用する予定です。

写真４　下地（杉皮）の解体状況（渡廊下東面）
  　　葺土の下には、防水のために杉皮やルー
  　フィングが敷かれていました。再用を想定し、
　  部材を傷めないように丁寧に取り外しました。
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有
田
郡
広
川
町
に
所
在
す
る
重
要
文
化
財
・
濱
口

家
住
宅
で
は
、
令
和
七
年
六
月
か
ら
保
存
修
理
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。
事
業
期
間
は
約
10
年
間
を
予
定

し
て
お
り
、
現
在
は
主お

も

屋や

・
本ほ
ん

座ざ

敷し
き

・
御ぎ
ょ

風ふ
う

楼ろ
う

の
主

要
３
棟
の
修
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
建
造
物
や
事
業

の
概
要
に
つ
い
て
は
風
車
110
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

令
和
７
年
度
は
、
建
物
全
体
を
覆
う
素す

屋や

根ね

の

建
設
を
行
い
ま
し
た
。
建
設
前
に
は
、
敷
地
東
面

　

今
年
度
か
ら
約
３
か
月
を
か
け
て
、
３
棟
の
屋

根
面
の
解
体
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
解
体
は
棟む

な

積づ
み

、

地
瓦
（
桟さ

ん

瓦
・
丸
瓦
・
平
瓦
）、
葺ふ
き

土つ
ち

、
下
地
の
順
に
、

瓦
を
葺
く
順
番
と
は
逆
の
手
順
で
進
め
ま
し
た
。

健
全
な
瓦
は
再
用
す
る
た
め
、
一
枚
ず
つ
目
視
や

打だ

音お
ん

検
査
に
よ
る
確
認
を
行
い
、
再
び
葺
く
こ
と

が
で
き
る
瓦
を
選
別
し
て
い
き
ま
し
た
（
写
真
２
）。

そ
の
後
、
種
類
・
寸
法
ご
と
に
分
類
作
業
を
行
い
、

水
洗
い
後
に
屋
敷
地
近
隣
の
町
有
地
に
設
営
し
た

保
管
小
屋
に
格
納
し
ま
し
た
。
解
体
工
事
中
に
は
、

破
損
状
況
の
記
録
の
ほ
か
、
各
棟
に
お
け
る
改
造

や
修
理
と
い
っ
た
変
遷
を
整
理
す
る
た
め
に
、
屋

根
面
の
仕
様
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
本

特
集
で
は
、
葺
か
れ
て
い
た
瓦
や
下
地
の
種
類
に

つ
い
て
、
建
物
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

北
方
の
煉れ

ん

瓦が

塀べ
い

（
写
真
１
手
前
）
を
一
部
解
体
し
、

敷
地
内
の
樹
木
の
移
植
を
行
い
、
工
事
中
の
資
材
の

搬
出
入
口
を
確
保
し
ま
し
た
。
ま
た
、
素
屋
根
外
周

の
搬
出
入
路
と
の
取
り
合
い
を
考
慮
し
、
本
座
敷
と

御
風
楼
の
庭
境
に
あ
る
煉
瓦
塀
に
取
り
つ
く
木
製
門

扉
と
新し

ん

蔵ぐ
ら

の
庇
ひ
さ
し
を
先
行
解
体
し
た
ほ
か
、
樹
木
の
剪せ
ん

定て
い

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
建
物
の
耐
震
性

能
を
解
析
し
必
要
な
補
強
を
計
画
す
る
目
的
で
、
敷

地
内
の
地
盤
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

事
業
の
概
要
と
令
和
７
年
度
の
工
事
に
つ
い
て

瓦
解
体
工
事
に
つ
い
て

写真１　素屋根の組立が完了した状況
（北東より見る）

写真２　瓦の解体状況（御風楼３階南面）
　瓦をめくりながら金

かな

槌
づち

でたたき、瓦が割れて
いるか確認をしています。割れていない瓦は高
い音、割れている瓦は低く鈍

にぶ

い音がなります。　

特
集　

重
要
文
化
財
　
濱
口
家
住
宅
の
保
存
修
理
（
１
）

特
集　

重
要
文
化
財
　
濱
口
家
住
宅
の
保
存
修
理
（
１
）
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宝
永
四
年
（
１
７
０
７
）
の
地
震
後
に
再
建

さ
れ
た
と
伝
わ
る
主
屋
の
屋
根
は
、
葺
土
の
上

に
丸
瓦
と
平
瓦
を
並
べ
た
「
本

ほ
ん
が
わ
ら
ぶ
き

瓦
葺
」
で
葺
か

れ
て
い
ま
す
。
明
治
、
昭
和
、
平
成
と
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
修
理
ご
と
に
、
主
屋
北
側
と
南
側

に
続
く
本
瓦
葺
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
再
用
可

能
な
近
世
期
や
明
治
期
の
瓦
へ
新
た
に
補
足

し
た
瓦
を
加
え
な
が
ら
葺
き
直
さ
れ
て
い
ま

す
。
葺
土
の
下
は
土ど

居い

葺ぶ
き

が
中
心
で
、
野
地
は

板
ど
う
し
を
突
き
付
け
る
張
り
方
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
西
側
の
渡
廊
下
に
接
続
す
る

屋
根
の
野
地
は
板
の
端
を
段
々
に
重
ね
る
張
り

方
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
雨あ

ま

仕じ

舞ま
い

を
考
慮
す
る

な
ら
上
の
板
が
下
の
板
の
上
端
に
重
な
る
張
り

方
と
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
葺
土
の
ず
れ
止

め
を
考
慮
し
た
と
考
え
ら
れ
る
、
上
の
板
が
下

の
板
の
下
端
に
重
な
る
逆ぎ

ゃ
く
が
っ
て

勝
手
の
仕
様
が
確
認

で
き
ま
し
た
（
写
真
６
）。
こ
の
仕
様
は
、
本

座
敷
南
東
の
張
出
部
分
、
御
風
楼
１
階
東
面

や
角つ

の

屋や

、
敷
地
北
側
の
新
蔵
（
明
治
三
十
年

（
１
８
９
７
）
頃
建
立
）
南
面
の
庇
な
ど
に
見

ら
れ
る
ほ
か
、
有
田
地
方
の
伝
統
的
な
建
物
で

は
一
般
的
な
仕
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
１
）
主
屋

写真６　主屋 野地の状況（南面西側）
　平成 24 年度の屋根葺替は、既存の土居葺を残した状
態で施工しています。今回の解体により、当時存置し
た土居葺が現れ、南側の本座敷六畳（写真右上）と一
連の施工であることが確認できました。西側（写真左側）
の野地は下葺を用いない羽重ね張りとしていました。

写真５　主屋 軒平瓦の分類状況
　  　写真は、主屋東面に葺かれていた軒

のきひらがわら

平瓦を
　  分類した状況です。この面には瓦

が

当
とう

（瓦の先
　  端部分）に見られる文

もん

様
よう

が９種類ありました。

図１　濱口家住宅（主屋・本座敷・御風楼）屋根伏図および写真撮影位置図
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文
化
年
間
（
１
８
０
４
～
１
８
１
８
）
に
建
立
さ

れ
た
本
座
敷
は
、
本
屋
根
、
玄
関
、
六
畳
、
南
西
の

張
出
部
分
を
本
瓦
葺
、
北
・
西
・
東
の
３
面
の
庇
、

南
東
の
張
出
部
分
を
桟

さ
ん
が
わ
ら
ぶ
き

瓦
葺
と
し
ま
す
。
平
成
十
九

年
（
２
０
０
７
）
に
本
屋
根
の
全
面
葺
替
、
平
成

三
十
年
（
２
０
１
８
）
に
台
風
被
害
に
伴
う
西
面
庇

の
葺
替
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。縁
や
玄
関
南
側
で
は
、

葺
土
の
下
に
木き

お
も
て表
使
い
（
樹
皮
側
が
上
向
き
）
の
杉

皮
が
敷
か
れ
て
お
り
、
南
東
で
は
昭
和
戦
後
期
の
葺

替
で
施
工
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
金
属
板
の
下
地
も

確
認
で
き
ま
し
た
。
縁
ま
わ
り
の
軒
桟
瓦
に
は
、
濱

口
家
の
家
紋
で
あ
る
「
九く

曜よ
う

紋も
ん

」
が
あ
し
ら
わ
れ
て

い
ま
す
（
写
真
９
）。

　

明
治
時
代
末
期
（
１
９
０
９
頃
）
に
建
立
さ
れ
た

御
風
楼
は
、
３
階
の
本
屋
根
、
２
階
北
面
庇
を
桟
瓦

葺
と
し
、
桟
の
見み

付つ
け

に
角
を
も
た
な
い
「
丸ま
る
ざ
ん
が
わ
ら

桟
瓦
」

が
葺
か
れ
て
い
ま
し
た
（
写
真
10
）。
丸
桟
瓦
は
和

歌
山
県
内
や
九
州
の
一
部
に
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い

地
域
固
有
の
特
徴
を
も
っ
た
瓦
で
あ
り
ま
す
が
、
御

風
楼
の
丸
桟
瓦
に
は
泉
州
谷
川
（
現
在
の
大
阪
府
泉

南
郡
岬
町
谷
川
）
の
「
谷
川
瓦
株
式
会
社
」
の
刻
印

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
３
階
は
棟
を
除
い
て
建
立
当

初
の
仕
様
を
残
し
て
お
り
、
葺
土
の
下
に
は
木き

裏う
ら

使

い
（
樹
皮
側
が
下
向
き
）
の
杉
皮
が
敷
か
れ
て
い
ま

し
た
。
土ど

留ど
め

桟ざ
ん

は
３
階
の
上
屋
に
は
割
竹
、
そ
れ
以

外
に
は
角
材
を
用
い
て
お
り
、
仕
様
が
少
し
異
な
り

ま
す
。
１
階
東
面
の
本
瓦
葺
の
屋
根
は
、
台
風
被
害

を
受
け
た
た
め
、
平
成
二
十
四
年
（
２
０
１
２
）
に

葺
替
を
行
い
、
北
側
に
近
世
期
や
明
治
期
の
瓦
を
集

め
、
南
側
に
新
し
い
瓦
を
補
足
し
ま
し
た
。

（
２
）
本
座
敷

（
３
）
御
風
楼

写真８　本座敷北西縁庇 葺土解体後の状況
（北西より見る）

　北縁庇（写真左側）では、野地の上に杉皮が敷かれてい
ます。西縁庇（写真右側）では杉皮の破損が著しかったため、
平成 30 年の修理時にルーフィングに敷替をしています。

写真７　本座敷本屋根 瓦の解体状況（南面）
　本屋根の平瓦は、土を用いない「空

から

葺
ぶき

」で葺か
れており、ステンレス製の釘で角材の瓦桟に留め
つけていました。野地の上にはルーフィングも敷
かれていました。

写真 11　瓦の解体状況（御風楼３階南西隅）
　雨や塩分を含んだ風が瓦の隙間に入り、瓦が重なる部分
では塩

えん

害
がい

が発生し、風化が進んでいました。葺土上の白
い粉も、瓦の風化によるものです。葺土は厚く、苆

すさ

（藁
わら

などを含む）の多い良質なものが葺かれていました。

写真９  桟瓦（本座敷東縁庇）

写真 12　御風楼１階東面 野地の状況
　平成 24 年の修理では、羽重ね張りに増し張り
を行い、屋根面を平滑にしてルーフィングを敷き
込む納まりとしています。

写真 10  丸桟瓦
（御風楼２階北面庇）
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御
風
楼
の
南
側
に
続
く
渡
廊
下
で
は
、
平
成
三
十

年
（
２
０
１
８
）
に
台
風
被
害
を
受
け
た
た
め
、
南

側
を
中
心
に
野
地
や
下
葺
の
補
修
、
瓦
の
葺
替
を
行

い
ま
し
た
。
御
風
楼
２
階
や
３
階
と
同
じ
丸
桟
瓦
で

葺
か
れ
て
い
ま
す
が
、
一
部
に
は
小
瓦
を
用
い
た
本

瓦
葺
と
し
た
部
分
も
確
認
で
き
ま
す
（
写
真
14
）。

　

主
屋
の
西
側
に
張
り
出
し
た
南
角
屋
は
、
主
屋
建

立
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
風
呂
や
便
所
と
い
っ
た

水
回
り
の
機
能
を
有
す
る
部
屋
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
近
年
に
は
軒
ま
わ
り
を
含
め
た
屋
根
面
の
修
理

が
行
わ
れ
て
お
り
、
棟
の
雁

が
ん
ぶ
り
が
わ
ら

振
瓦
を
引
き
付
け
る
た

め
に
内
部
に
埋
め
ら
れ
た
塩
化
ビ
ニ
ル
管
の
製
造
年

よ
り
、
平
成
二
年
頃
（
１
９
９
０
頃
）
の
施
工
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

御
風
楼
１
階
西
面
に
張
り
出
し
た
角
屋
も
、
水
回

り
の
機
能
を
持
つ
部
屋
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
三
十
年
（
２
０
１
８
）
の
台
風
で
屋
根
の

一
部
が
崩
落
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
小
屋
組
・
野
地
・

瓦
な
ど
の
補
修
も
行
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
屋
根
面

は
修
理
時
の
補
足
瓦
を
除
い
て
丸
桟
瓦
を
用
い
た
桟

瓦
葺
と
し
ま
す
が
、
御
風
楼
２
階
や
３
階
の
「
九
曜

紋
」
が
あ
し
ら
わ
れ
た
軒
瓦
で
は
な
く
、
紋
様
を
あ

し
ら
わ
な
い
軒
瓦
が
葺
か
れ
て
い
ま
し
た
。
解
体
で

は
、
平
成
前
期
頃
に
行
わ
れ
た
大
棟
の
部
分
的
な
積

み
直
し
や
南
北
の
屋
根
面
の
地
瓦
の
挿
し
直
し
も
確

認
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
の
前
半
は
、屋
根
面
の
解
体
の
ほ
か
、

内
部
の
建
具
や
畳
の
搬
出
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は

３
棟
の
小
屋
組
や
床
組
と
い
っ
た
木
部
の
分
解
を
中

心
に
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
屋
根
面
だ
け
で
な

く
室
内
に
お
け
る
建
物
の
変
遷
に
つ
い
て
、
今
後
の

特
集
で
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
野
田　

達
志
）

（
４
）
御
風
楼
渡
廊
下
・
南
角
屋

（
５
）
御
風
楼
西
角
屋

今
後
の
工
事
に
つ
い
て

写真 14　渡廊下北側三畳 瓦の解体状況
（西より見る）

　壁際は小瓦を用いた本瓦葺、西面と南面は昭和
戦後期以降の丸桟瓦で葺かれていました。

写真 13　渡廊下・南角屋の屋根面（解体前）
（南西より見る）

写真 15　西角屋の屋根面（解体前）（北西より見る）
　平成 30 年には南西側（写真右側）において、
応急的な修理として棟積の積み直しや規格品の桟
瓦を用いた葺替を行いました。

写真 17　西角屋 野地の状況
（北西より見る）

　野地は上の板が下の板の下端に重なる逆勝手の
仕様とします。平成 30 年には同じ仕様を踏襲し
て部分的に張替を行いました。

写真 16
西角屋大棟の解体状況

（西より見る）
　大棟の中央では、積み
直しに伴い、塩化ビニル
管が埋め込まれていまし
た。
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和
歌
山
県
に
は
考
古
学
や
文
化
財
を
専
門
と
す
る

学
科
を
有
す
る
大
学
が
な
く
、
考
古
学
を
専
攻
す
る

大
学
生
が
県
内
に
は
い
な
い
た
め
、
大
学
生
と
の
関

係
を
い
か
に
築
い
て
い
く
か
が
当
セ
ン
タ
ー
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
昨
年
度
か
ら
大
学

生
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
出
土
遺
物
整
理
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
～
埋
蔵
文
化
財
専
門
職
を
目
指
す
大
学

生
向
け
短
期
職
場
体
験
～
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
第
２
回
目
で
、
８
月
５
日
～
７
日
の
３
日

間
で
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

第
１
日
目
は
午
前
中
に
整
理
作
業
の
概
要
説
明
を

し
た
後
、
遺
物
の
注
記
作
業
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
昨
年
度
は
遺
物
の
水
洗
作
業
か
ら
始
め
ま
し

た
が
、今
年
度
は
水
洗
す
る
遺
物
が
な
か
っ
た
た
め
、

注
記
作
業
か
ら
で
す
。
午
後
は
、
陶
磁
器
の
接
合
作

業
と
軒
丸
瓦
の
拓
本
作
業
。
第
２
日
目
は
午
前
中
に

石せ
っ

膏こ
う

を
用
い
た
土
師
器
の
鉢
や
高た
か

杯つ
き

の
補
強
・
復
元

作
業
。
午
後
は
、
遺
物
の
実
測
作
業
。
磁
器
碗
と
陶

器
碗
を
実
測
し
ま
し
た
。
第
３
日
目
は
午
前
中
に
遺

物
の
写
真
撮
影
作
業
と
撮
影
し
た
遺
物
写
真
の
デ
ジ

タ
ル
現
像
作
業
。
午
後
は
、
イ
ラ
ス
ト
編
集
ソ
フ
ト

を
使
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
ト
レ
ー
ス
作
業
。
実
測
図
の

ト
レ
ー
ス
作
業
と
と
も
に
ス
キ
ャ
ン
し
た
拓
本
の
貼

り
こ
み
も
し
ま
し
た
。
午
後
の
メ
ニ
ュ
ー
は
少
し
時

間
が
余
っ
た
の
で
、
再
び
遺
物
の
実
測
作
業
。
初
日

に
拓
本
を
と
っ
た
軒
丸
瓦
の
実
測
で
す
。

　

組
織
に
よ
っ
て
も
整
理
作
業
の
手
順
や
方
法
が

違
っ
た
り
、
最
近
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
に
よ
っ

て
作
業
効
率
が
図
ら
れ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

３
日
間
で
従
来
行
わ
れ
て
き
た
基
本
的
な
整
理
作
業

を
一
通
り
経
験
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、

初
め
て
取
り
組
ん
だ
作
業
も
多
か
っ
た
よ
う
で
、
完

全
に
習
得
で
き
た
と
は
い
え
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
一
度
体
験
し
た
こ
と
は
今
後
に
活
き
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

「
新
し
い
こ
と
が
学
べ
て
楽
し
か
っ
た
。」「
作
業
場

が
ど
ん
な
雰
囲
気
か
分
か
っ
て
良
か
っ
た
。」「
改
め

て
自
分
の
専
門
分
野
を
考
え
る
機
会
が
で
き
た
。」

　

来
年
度
以
降
も
同
様
の
企
画
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
興
味
を
持
た
れ
た
大
学
生
が
い

ま
し
た
ら
来
年
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
仲
原　

知
之
）

大
学
生
向
け
「
出
土
遺
物
整
理

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
開
催
!!

写真撮影体験

実測体験

補強・復元体験

拓本体験

接合体験
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当
課
で
は
、
令
和
七
年
度
か
ら
十
年
計
画
の
事
業
に
着
手
し
た
、
広
川
町
に
あ
る
重
要
文
化

財
・
濱
口
家
住
宅
の
保
存
修
理
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
（
施
工
の
様
子
は
本
号
の
特
集
記
事
を
参

照
く
だ
さ
い
）。

　

濱
口
家
の
系
譜
を
遡
る
と
、
在あ

り

田だ

・
廣ひ
ろ

村
（
現
在
の
広
川
町
）
に
あ
る
、
安あ
ん

楽ら
く

寺じ

と
い
う

十
五
世
紀
開
創
の
お
寺
に
辿た

ど

り
着
き
ま
す
。
江
戸
時
代
中
期
以
降
は
関
東
へ
進
出
し
、銚ち
ょ
う
し子（
千

葉
県
）
で
「
西
濱
口
（
儀
兵
衛
）
家
」
が
醸

じ
ょ
う
ぞ
う造
し
た
醤し
ょ
う
ゆ油
な
ど
を
「
東
濱
口
（
吉
右
衛
門
）
家
」

が
江
戸
・
日
本
橋
で
販
売
し
て
い
ま
し
た
。
両
家
と
も
に
出
身
で
あ
る
廣
村
と
を
行
き
来
し
な

が
ら
商
売
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
地
元
に
構
え
た
屋
敷
が
、
東
濱
口
家
住
宅
（
現
在
保

存
修
理
工
事
中
の
濱
口
家
住
宅
）、
西
濱
口
家
住
宅
（
現
在
の
屋
敷
地
は
主お

も

屋や

な
ど
を
一
部
残

し
て
防
災
学
習
施
設
「
稲
む
ら
の
火
の
館
」
が
存
在
）
に
な
り
ま
す
。
東
濱
口
家
の
現
在
の
屋

敷
地
は
一
七
〇
七
年
の
宝
永
地
震
後
の
津
浪
（
波
）
の
影
響
を
受
け
て
移
さ
れ
た
と
伝
わ
り
、

敷
地
内
で
最
も
古
い
建
物
で
あ
る
主
屋
も
地
震
以
降
の
再
建
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
工
事
中
の
主
屋
・
本ほ

ん

座ざ

敷し
き

・
御ぎ
ょ

風ふ
う

楼ろ
う

の
三
棟
で
は
、
二
万
七
千
点
ほ
ど
の
瓦
を
屋
根
か

ら
降
ろ
し
ま
し
た
。
主
屋
の
屋
根
は
、
明
治
四
十
年
代
に
御
風
楼
が
新
築
さ
れ
た
際
に
全
て
葺ふ

き
替か

え
ら
れ
て
お
り
、
以
降
も
昭
和
・
平
成
と
維
持
修
理
が
繰
り
返
さ
れ
て
来
て
い
ま
す
。
そ

の
一
部
で
百
年
以
上
前
の
状
態
を
そ
の
ま
ま
保
っ
た
部
分
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
特
徴
的
な
瓦
を

目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
十
七
世
紀
中
頃
の
製
法
と
み
ら
れ
る
軒
丸
瓦
一
点
、
そ
れ

よ
り
も
五
十
年
以
上
古
い
製
法
の
平
瓦
一
点
、
そ
し
て
表
裏
全
面
を
「
ケ
ズ
リ
」
の
様
な
強
い

ナ
デ
仕
上
げ
と
し
た
平
瓦
一
点
で
す
。こ
の
軒の

き

丸
瓦
に
対
応
す
る
丸
瓦
は
数
十
点
が
確
認
で
き
、

ま
た
、
そ
れ
と
同
時
期
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
平
瓦
・
軒
平
瓦
も
あ
る
程
度
の
数
量
が
確
認
さ

れ
る
の
で
、
宝
永
地
震
以
前
か
ら
の
建
物
由
来
の
瓦
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
残
る
平
瓦
二
点
の
存
在
は
ナ
ゾ
な
ま
ま
で
す
。

　

そ
こ
で
、
主
屋
の
軒
丸
瓦
の
瓦が

当と
う

紋も
ん

様よ
う

に
着
目
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
中
盤
の
製
作
と
考
え

ら
れ
る
瓦
は
、
三
ツ
巴

と
も
え
も
ん紋
の
周
り
に
十
二
個
の
珠し
ゅ

紋も
ん

を
配
し
た
も
の
で
す
が
、
一
点
だ
け
現
存

す
る
古
い
軒
丸
瓦
の
珠
紋
は
九
個
で
す
。
一
方
、
明
治
後
期
に
新
調
さ
れ
た
軒
桟さ

ん
が
わ
ら
瓦
に
は
、
そ

の
珠
紋
だ
け
を
抽
出
し
た
様
な
「
九く

曜よ
う

紋も
ん

」
が
遇
あ
し
ら
わ
れ
ま
す
。
九
曜
紋
は
現
在
も
東
・
西
濱
口

家
の
家
紋
、
ま
た
そ
の
檀だ

ん

那な

寺で
ら

で
あ
る
安
楽
寺
の
寺
紋
で
す
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
も
探
索
で
き

な
い
も
の
か
、
と
思
案
し
て
み
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
か
ら
主
屋
の
屋
根
を
守
り
続
け
て
き
た
瓦
た
ち
。
お
よ
そ
百
二
十
年
前
の
施
工
時

の
当
主
で
あ
る
九
代
・
濱
口
吉
右
衛
門
を
始
め
、
歴
代
の
当
主
た
ち
の
建
物
に
こ
め
た
思
い
に

対
し
、
現
時
点
で
は
ナ
ゾ
な
ま
ま
の
平
瓦
二
点
が
有
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
も
よ
り
迫
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
期
待
を
抱
き
な
が
ら
、
今
後
の
修
理
に
臨
ん
で

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
下
津　

健
太
朗
）

　

発
掘
調
査
報
告
書
（
遺
跡
の
調
査
成
果
を
ま
と
め
た
本
）
を
み
な
さ
ん
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
か
？　

発
掘
調
査
報
告
書
は
地
域
の
図
書
館
や
各
自
治
体
の
教
育
委
員
会

な
ど
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
発
行
部
数
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
も
あ
り
、
全
国
の
発
掘
調
査
報
告
書
す
べ
て
が
皆
さ
ん
の
お
近
く
に
あ
る
図

書
館
で
閲
覧
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
遠
方
に
あ
る
遺
跡
に
興
味
を
持
っ
て

も
、
資
料
と
な
る
報
告
書
を
閲
覧
で
き
る
と
こ
ろ
が
近
く
に
な
い
―
―
そ
ん
な
不

便
を
解
消
す
る
の
が
「
全
国
文
化
財
総
覧
」
で
す
。

　

こ
れ
は
、
文
化
財
の
調
査
報
告
書
を
全

文
電
子
化
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

検
索
・
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
、

現
在
は
独
立
行
政
法
人
奈
良
文
化
財
研
究

所
が
運
用
し
て
い
ま
す
。
当
初
は
調
査
報

告
書
の
み
で
し
た
が
、
現
在
で
は
全
国
の

文
化
財
に
関
連
し
た
イ
ベ
ン
ト
告
知
や
現

地
説
明
会
な
ど
の
動
画
の
閲
覧
も
可
能
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
も
こ
の
全
国
文
化
財
総
覧
に

参
加
し
て
お
り
、
令
和
８
年
３
月
末
に
こ
れ

ま
で
発
行
し
た
全
て
の
発
掘
調
査
報
告
書
を

ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
今
後
も
全
国
文
化
財
総
覧
を
通
じ
て
全

国
に
和
歌
山
県
の
文
化
財
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（
濵
﨑　

範
子
）

　

全
国
文
化
財
総
覧
：https://sitereports.nabunken.go.jp/ja

和
歌
山
の
建
物
と
ゆ
か
り
の
人
物
（
13
）

あ
な
た
の
ス
マ
ホ
か
ら
全
国
の
遺
跡
に
ア
ク
セ
ス
！

文
化
財
建
造
物
課

埋
蔵
文
化
財
課
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114（2026･秋号）

令和８年９月 30 日

〒640 － 8301 和歌山市岩橋1263番地の1

TEL 073 － 472 － 3710

ホームページ YouTube Instagram

E-mail  kanri-2@wabunse.or.jp

FAX 073 － 474 － 2270

【事務局】

（公財）和歌山県文化財センター

（公財）和歌山県文化財センター

URL  http://www.wabunse.or.jp/

●企画展 「くらひらく ―博物館の蔵仕事事例集―」 　　 　　2026年10月10日（土） ～12月６日（日）

●企画展 「海南の古刹 願成寺」　　　　　 　　　　　2026年12月19日（土） ～2027年２月14日（日）

●夏の企画展 「和歌山城と豊臣政権」　　　　　　　  　後期 2026年９月18日（金）～10月26日（月）

●速報展「和歌山県内文化財調査成果展 ―紀州のあゆみ2026―」【会場：橋本市郷土資料館】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　2026年10月10日（土）～12月13日（日）

●地宝のひびき －和歌山県内文化財調査報告会2026【会場：橋本市郷土資料館】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2026年10月31日（土） 13時00分～16時50分

　　　　　　　　　　  　　事前申込：9月28日(月)～電話による受付 TEL 073－472－3710（平日のみ）

●市制施行70周年記念特別展 「有田市指定の文化財 ―未来へ伝える宝たち―」

　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2026年９月19日（土） ～11月23日（月・祝）

●特別展 「川合小梅の世界 ―時代を記し、日々を描く―」　 　2026年10月31日（土）～12月６日（日）

●令和７年度末（2026年３月31日）をもって、紀伊風土記の丘資料館は一時休館し、

　令和10年（2028）和歌山県立考古民俗博物館（仮称）としてリニューアルオープンします。

※掲載内容は変更される可能性があります。詳細は各施設へお問い合わせください。

催し物案内 和歌山県内の文化財関係イベント情報（2026 年 秋～ 2026 年 冬）

和歌山県立博物館

わかやま歴史館

（公財）和歌山県文化財センター

有田市郷土資料館

和歌山市立博物館

和歌山県立紀伊風土記の丘

１　表紙  重要文化財 濱口家住宅　屋根面解体前・解体後の状況

２　特集「重要文化財　濱口家住宅の保存修理（１）」

６　短信「大学生向け『出土遺物整理体験プログラム』開催 !!」

７　きのくに歴史小話「文化財建造物課　和歌山の建物とゆかりの人物（13）」

　　　　　　　　　 　「埋蔵文化財課　あなたのスマホから全国の遺跡にアクセス！」

８　催し物案内
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